男鹿総合観光案内所指定管理者募集要項
令和６年１０月

男鹿市観光文化スポーツ部観光課

男鹿総合観光案内所の指定管理者の募集について

　男鹿総合観光案内所の指定管理者を募集します。

１　公の施設の概要

（１）名称　　　　男鹿総合観光案内所（以下「観光案内所」という。）

（２）所在地　　　男鹿市船越字一向２０７－２１９

（３）設置目的等

本市の観光関連情報を提供し、観光の振興及び地域の活性化を図ることを目的とす
る。

（４）規模等

　　　（※詳細は、別紙２「男鹿総合観光案内所施設概要書」による。）

　　　　①敷地面積　　６２，５７７．３２㎡

　　　　　　　　　　　（うちメガソーラー敷地　３２,７８８．７０㎡除く）

　　　②施設概要

観光案内所施設（鉄骨造平屋建　延床面積　４４１．２５㎡（付属棟含む。））

（情報発信コーナー、展示休憩スペース、軽食コーナー、事務室及び休憩室、ト

イレ）

付属棟、駐車場、なまはげ像２基（高さ(赤)１５ｍ、（青）１２ｍ）、
野外ステージ、露店スペース、憩いの広場（芝生）、花の広場

（５）施設利用者数及び指定管理料の実績（過去３年間）

　　　令和　３年度　　７１，７０１人　　４，９４０千円

　　　令和　４年度　　７９，７５６人　　５，５２１千円
　　　令和　５年度　　７９，７０８人　　５，０５１千円

２　指定管理者に行わせる管理の業務

　　（※詳細は、別紙３「男鹿総合観光案内所指定管理業務仕様書」による。）

（１）利用の許可及び利用の制限等に関する業務

（２）施設及び設備の維持管理に関する業務

（３）施設の利用の促進に関する業務

（４）その他、市長が必要と認める業務

３　指定管理業務に関する経費

（1） 市は施設管理に必要な経費として、指定管理料を会計年度ごとに予算の範囲内で指定管理者に支払います。本公募の指定管理期間における指定管理料の上限額を下記の通りとします。
　　　　令和７年度　５，２１４千円
　　　　令和８年度　５，２１４千円
　　　　令和９年度　５，２１４千円

（２）支払金額、支払時期は市と指定管理者が協議の上、別途協定書で定めるものとします。

（３）施設の利用料金を指定管理者の収入として収受させるものとします。

４　管理を行わせる期間（指定期間）

　　令和７年４月１日（火）から令和１０年３月３１日（金）まで（予定）

５　申請に必要な資格

市内に主たる事務所を有する法人その他の団体（以下「団体」という。）であること。ただし次に掲げる団体を除きます。

　（１）地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１１項の規定により、市

　　　が設置する公の施設の指定管理者の指定を取り消され、その取消しの日から起算して

２年を経過しない団体

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２項各号のいずれかに該当する団体で、その事実があった後２年を経過していない団体（同項各号のいずれかに該当する者で、その事実があった後２年を経過していないものを代理人、支配人その他の使用人として使用する団体を含む。）

（３）申請の日において、現に秋田県又は男鹿市の指名停止措置を受けている団体

（４）申請の日において、破産手続、再生手続又は更正手続が開始されている団体

（５）役員のうちに暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７

　　７号）第２条第６号に規定する暴力団員を含む団体

（６）国税、県税及び市税を滞納している団体
（７）請求書の適格請求書等保存方式（インボイス制度）における適格請求書発行事業者として登録を受けていない団体
６　管理の基準

指定管理者は、次の基準により施設を管理運営するものとします。

（１）関係法令、条例及び規則を遵守し、適正に施設の管理を行うこと。

（２）利用者が快適に施設を利用できるように施設設備及び備品の維持管理を適切に行うこと。

（３）個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の趣旨に従い、本業務に関し保有する個人情報の保護のために必要な措置を講じるとともに、別記「個人情報取扱特記事項」を遵守しなければならない。
※管理の基準に関する詳細事項については、協議の上、別途協定で定めます。
７　指定管理者と市との責任分担

　　指定管理者と市との責任分担は、原則として次の表のとおりとします。

　　ただし、表に定める事項に疑義のある場合、又は定めのない事項については、市と指定管理者が協議して定めることとします。
	項　　　　　　目
	指定管理者
	市

	施設
	改修又は大規模修繕
	
	○

	
	修繕
	協定で定める

	事故・災害等による施設等の修繕
	事案による

	施設の火災保険加入
	
	○

	施設利用者の被災に対する責任
	事案による

	利用者に係る保険の加入
	○
	


　　※１　指定管理者の故意又は過失、協定書等に定められた管理を怠ったことによる毀損・滅失は、金額の多寡にかかわらず指定管理者が購入、修繕等を行うこととします。

　　※２　施設サービスの提供に支障がないと市が判断した場合には、修繕を見合わせる場合があります。

　　※３　施設の修繕に関する責任分担については、市と指定管理者の協議により、協定で定めます。

８　指定管理業務の継続が困難になった場合における措置に関する事項

（１）指定管理者は、指定管理業務の継続が困難になった場合又はそのおそれが生じた場合には、速やかに市に報告するものとします。

（２）指定管理者の責に帰すべき事由により適正な施設管理が困難となった場合又はそのおそれがあると認められる場合は、市は指定管理者に対し改善勧告を行い、期間を定めて、改善策の提出及びその実施を求めることができます。

　　　　この場合において、指定管理者が定められた期間内に改善することができなかったときは、市は、指定管理者の指定を取り消すことができます。

（３）指定管理者が市の指示に従わないときや指定管理者の財務状況が悪化するなど指定管理業務の継続が困難と認められる場合は、市は、指定管理者の指定を取り消すことができます。

（４）（２）又は（３）により指定管理者が指定を取り消され、市に指定管理者の債務不履行による損害が生じた場合には、指定管理者は市に賠償するものとします。

（５）不可抗力その他市又は指定管理者の責めに帰することができない事由により指定管理業務の継続が困難となった場合には、市と指定管理者は、指定管理業務の継続の可否等について協議するものとします。

９　選定の方法、基準及び時期

（１）男鹿市指定管理者選定委員会において、次に掲げる①から④の選定基準に照らし最も適当と認める団体を指定管理者の候補者として選定します。

　　　　なお、審査基準は次のとおりです。（括弧内は配点）

　（指定管理者の候補者選定の審査基準）

　　①市民の平等利用の確保（確保されなければ失格）

　　　ア　利用者の平等な利用が確保されるものであるか

　　②公の施設の設置目的の効果的な達成（４０点）

　　　ア　施設の設置目的・理念を理解した管理がなされるものであるか

　　　イ　施設の利用促進への取り組みがなされるものであるか

　　　ウ　利用者の意見を施設の管理運営に反映させる意欲や手段が盛り込まれているか

　　　エ　利用者に対するサービス向上の取り組みがなされるものであるか

　　　オ　地域、関係機関、ボランティア等との連携が図られるものであるか

　　③効率的な管理（２０点）

　　　ア　収支計画は適正なものであるか、また、その実現性はどうか

　　　イ　経費縮減に向けた取り組みがなされるものであるか、また、その実現性はどうか

　　④適正かつ確実な管理を行う能力（４０点）

　　　ア　団体の経営状況は、安全かつ健全か

　　　イ　団体の実績はどうか

　　　ウ　人員配置計画は適切か

　　　エ　経理的な基礎が備わっているか

　　　オ　技術的な基礎が備わっているか

　　　カ　職員の資質向上に積極的に取り組む意欲はあるか

　　　キ　安全管理は適切か

　　　ク　個人情報の適切な管理のための必要な措置が講じられるものであるか

（２）選定は、令和６年１１月中旬（予定）に行い、その結果については、書面により速やかに通知するとともに、ホームページにより公表します。
１０　申請の手続

（１）指定管理者の指定を受けようとするものは、公の施設の指定管理者指定申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて提出してください。

　　　①事業計画書（別紙１－１）

・指定期間に係る年度ごとの当該施設管理の事業計画書

②収支予算書（別紙１－２）

・指定期間に係る年度ごとの当該施設管理の収支予算書

　　　③当該団体の経営状況を説明する資料

・過去３年間の団体の事業活動の概要、決算関係書類（貸借対照表及び損益計算書又はこれらに準ずる書類）

・類似施設における業務実績を有する場合は、当該実績を記載した書類（原則として過去２事業年度分）

　　　④その他市長が必要と認める書類

・定款若しくは寄附行為（法人以外の団体にあっては会則等）

・法人の登記事項証明書

・５（１）～（６）に該当しない旨の申立書（別紙１－３）
・５（６）の市税について滞納がないことの証明書（申請書提出日前の１ヶ月以内に交付されたもの）

（２）提出場所

　　　　〒０１０－０５９５　男鹿市船川港船川字泉台６６－１

　　　　男鹿市観光文化スポーツ部観光課（電話０１８５－２４－９１４１）

（３）提出期限

　　　　令和６年１１月１２日（火）午後５時１５分まで（郵送による場合は当日必着）

　　　　なお、提出期限後における申請又は添付書類の変更及び追加は認めません。

（４）提出部数等

　　　　正本１部、副本８部を提出してください。
（副本は、提出書類の内、公の施設の指定管理者指定申請書、①事業計画書、②収支予算書のみとし、正本の写しとすること）

　　　※指定管理者の候補の選定に当たり、申請者に対して申請書及び添付書類の内容について説明を求める場合があります。

（５）質問事項の受付

　　　　募集要項の内容等に関する質問を次のとおり受け付けます。

1 受付期間
　　男鹿市の休日を定める条例（平成１７年男鹿市条例第２号）第１条第１項に規定する市の休日（以下「休日」という。）を除き、令和６年１０月２３日（水）～令和６年１１月６日（水）午後５時１５分まで
②受付方法　
質問票（別紙１－４）に記入の上、「１５　問い合わせ先」に提出してください（ＦＡＸ、電子メールでの提出も可）。なお、電話、訪問、口頭などによる質問は受け付けません。

　　　③回答方法
受け付けた質問については、Ｅメール等で随時回答いたします。なお、回答は広く公開すべき内容であると判断した場合にはホームページで公開する場合があります。

（６）著作権の帰属等

　　　　事業計画書等の著作権は、申請者に帰属します。ただし、市は、指定管理者の決定の公表等必要な場合には、事業計画書の内容を無償で使用できるものとします。

　　　　また、提出された書類については、男鹿市情報公開条例の規定に基づき非公開とすべき箇所を除き、公開されることがあります。なお、提出された書類は理由の如何に関わらず返却しません。
（７）費用の負担

　　　　申請に要する経費は、申請者の負担とします。

１１　募集要項の交付

　　募集要項及び様式等はホームページに掲示しますので、ダウンロードしてお使いくださ

い。閲覧できない方には、１０（２）に掲げる場所で、休日を除き、令和６年１０月２３
日（水）から令和６年１１月１２日（火）までの午前８時３０分から午後５時１５分までの間交付します。

　　なお、郵送で交付を求める場合は、２６０円切手を貼った返信用封筒（角２号の大きさ

　で、送付先を記載したもの）を同封してください。

１２　説明会

（１）日時

　　　　令和６年１１月８日（金）　午後１時３０分～
（２）場所

　　　  男鹿市役所３階　第１会議室
（３）その他

　　　　説明会への参加を希望する方は、説明会参加申込書（別紙１－５）を令和６年１１月５日（火）の午後５時１５分までに、「１５　問い合わせ先」にＦＡＸ又は電子メールで連絡してください。

１３　指定後の手続き

（１）協定書の締結
　　　　当該施設の管理に関する業務の内容、管理料及び詳細事項等について、市と指定管理候補者が協議の上、基本協定及び年度協定を締結します。

（２）指定管理準備業務

　　　　指定管理者として指定された団体は、市と十分に協議の上、管理業務に円滑に移行できるよう必要な準備を進めてください。

１４　公募から管理運営までのスケジュール

令和６年１０月２３日（水）～１１月１２日（火）公募期間

令和６年１０月２３日（水）～１１月　６日（水）質問事項の受付

令和６年１１月　８日（金）　　　　　　　　　　説明会

令和６年１１月１２日（火）　　　　　　　　　　申請書の提出期限

令和６年１１月中旬（予定）　　　　　　　　　　必要に応じてヒアリング

令和６年１１月中旬（予定）　　　　　　　　　　選定委員会による候補者選定

令和６年１２月中旬（予定）　　　　　　　　　　指定管理者の議決（１２月議会）

令和７年　１月（予定）　　　　　　　　　　　　指定管理者の指定（告示）

令和７年　３月（予定）　　　　　　　　　　　　協定の締結

令和７年　４月１日（火）　　　　　　　　　　　指定管理者による管理運営の開始
１５　問い合わせ先

　　　男鹿市観光文化スポーツ部観光課

　　　　電　話　０１８５－２４－９１４１

　　　　ＦＡＸ　０１８５－２３－２４２４

　　　　E-mail　kanko@city.oga.akita.jp

　　　　ホームページ　http://www.city.oga.akita.jp/
１６　添付資料・様式

（１）公の施設の指定管理者指定申請書（様式第１号）

（２）事業計画書（別紙１－１）

（３）収支予算書（別紙１－２）

（４）指定管理者の指定申請に係る申立書（別紙１－３）

（５）質問票（別紙１－４）

（６）説明会参加申込書（別紙１－５）

（７）男鹿総合観光案内所施設概要書（別紙２）

（８）男鹿総合観光案内所指定管理業務仕様書（別紙３）

様式第１号（第２条関係）

公の施設の指定管理者指定申請書

令和　　年　　月　　日

　男鹿市長　　　　　　　　　　様

申請者　所　在　地

団　体　名

代表者氏名　　　　　　　　　　　　

電話番号
次のとおり指定管理者の指定を受けたいので、男鹿市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第３条の規定により、関係書類を添えて申請します。

記

　１　公の施設の名称　　男鹿総合観光案内所　　　　　
　２　指定の期間　　　　令和７年４月１日から令和１０年３月３１日まで

　３　管理を行う公の施設の事業計画書
　　　　・事業計画書（別紙１－１）

　４　管理に係る収支計画書
　　　　・収支予算書（別紙１－２）
　５　当該団体の経営状況を説明する資料
・過去３年間の団体の事業活動の概要、決算関係書類（貸借対照表及び損益計算書又はこれらに準ずる書類）

・類似施設における業務実績を有する場合は、当該実績を記載した書類（原則として過去２事業年度分）

　６　その他市長が別に定める書類

・定款若しくは寄附行為（法人以外の団体にあっては会則等）

・法人の登記事項証明書

・指定管理者の指定申請に係る申立書（別紙１－３）

・納税証明書

（別紙１－１）

事　業　計　画　書

提出年月日　令和　　年　　月　　日

	施設名
	男鹿総合観光案内所

	団体名
	

	代表者名
	
	設立年月日
	

	団体所在地
	

	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	Ｅ‐ｍａｉｌ
	

	現在運営している施設名
	所　　在　　地
	運　営　開　始　年　月　日

	
	
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	　　　　　年　　　月　　　日

	主たる業務内容
	

	従業員数（総人数）
	

	事業実績
	添付書類３のとおり

	

	事業計画（別紙可）

	団体の理念について
	

	・団体の経営方針について

・当該施設の指定管理者を希望する理由


	

	市民の平等利用の確保について
	

	・利用者の平等な利用の確保について



	施設の設置目的の効果的達成について
	

	・施設の設置目的・理念を理解した管理について

・施設の利用促進への取り組みについて

・利用者の意見を施設の管理運営に反映させる意欲や手段について

・利用者に対するサービス向上の取り組みについて

・地域、関係機関、ボランティア等との連携について

・その他



	

	経理について
	

	・収支計画の適正さと実現性について

・経費節減に向けた取り組みについて

・その他



	適正かつ確実な管理について
	

	・団体の経営状況について

・団体の実績について

・人員配置計画について

・経理的な基礎について

・技術的な基礎について

・職員の資質向上について

・安全管理について

・個人情報の保護の措置について

・その他




※欄が不足する場合は、挿入してください。
（別紙１－２）

収支予算書（令和　　年度）

（単位：千円）

	
	内　　　　　訳
	備　　考

	収入合計（Ａ）
	
	

	項　　　目
	
	
	

	支出合計（Ｂ）
	
	

	項　　　　　　　目
	
	
	

	収支（Ａ）－（Ｂ）
	


（別紙１－３）

令和　　年　　月　　日

　男鹿市長　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　所　在　地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団　体　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　

指定管理者の指定申請に係る申立書

　指定管理者の指定申請に当たり、法人その他の団体又はその代表者が、次の事項に該当しないことを申し立てます。

１　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１１項の規定により、市が設

置する公の施設の指定管理者の指定を取り消され、その取消しの日から起算して２年を経

過しない団体

２　地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２項各号のいずれかに該当する団体で、その事実があった後２年を経過していない団体（同項各号のいずれかに該当する者で、その事実があった後２年を経過していないものを代理人、支配人その他の使用人として使用する団体を含む。）

３　申請の日において、現に秋田県又は男鹿市の指名停止措置を受けている団体

４　申請の日において、破産手続、再生手続又は更生手続が開始されている団体

５　役員のうちに暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員を含む団体
６　国税、県税及び市税を滞納している団体

７　請求書の適格請求書等保存方式（インボイス制度）における適格請求書発行事業者とし
て登録を受けていない団体
（別紙１－４）

質　　　　　問　　　　　票

令和　　年　　月　　日

（あて先）男鹿市観光文化スポーツ部観光課

　　　　　（ＦＡＸ　０１８５－２３－２４２４）

　　　　　（E-mail　kanko@city.oga.akita.jp）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　在　地

団　体　名

担当者氏名

連絡先（電　話）

（ＦＡＸ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E-mail）

施設名：男鹿総合観光案内所 

	　　質　問　項　目
	質　　問　　内　　容

	
	


（別紙１－５）

説明会参加申込書

令和　　年　　月　　日

（あて先）男鹿市観光文化スポーツ部観光課

　　　　　（ＦＡＸ　０１８５－２３－２４２４）

　　　　　（E-mail　kanko@city.oga.akita.jp）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　在　地

団　体　名

担当者氏名

連絡先（電　話）

（ＦＡＸ）

（E-mail）

指定管理者の募集に係る説明会への参加を次のとおり申し込みます。

施設名：男鹿総合観光案内所
	団　体　名
	

	参加者氏名
	

	
	

	
	


別紙２

男鹿総合観光案内所施設概要書

	所在地
	男鹿市船越一向２０７－２１９



	開業時期
	平成１９年６月１日


	敷地面積
	６２,５７７.３２㎡
　（うちメガソーラー敷地　３２,７８８,７０㎡除く）

	施設の概要
（建物・施設の面積等）
	・男鹿総合観光案内所施設

（鉄骨造平屋建　延床面積　４４１.２５㎡(付属棟含む)）

・情報発信コーナー、展示休憩スペース、軽食コーナー、

　事務室及び休憩室、トイレ）
・付属棟

・駐車場
・なまはげ像２基（高さ（赤）１５ｍ、（青）１２ｍ）
・野外ステージ

・露店スペース

・憩いの広場（芝生）

・花の広場




別紙３

男鹿総合観光案内所指定管理業務仕様書
　男鹿総合観光案内所（以下「観光案内所」という。）の指定管理者が行う業務の内容及び範囲等は、この仕様書による。
１　基本的な考え方
　(1)　男鹿市男鹿総合観光案内所条例（平成１８年男鹿市条例第３１号。以下「条例」という。）に定める観光案内所の目的達成のために効果的な管理運営を行うこと。

　(2)　観光案内所の休業日、営業時間等については、条例に定めるところによる。
　(3)　利用者が快適に利用できるよう配慮すること。
　(4)　管理運営業務を実施するために必要な業務執行体制を確保するとともに、労働基準法等関係法令を遵守し、管理運営を効率的に行うための業務形態に合った適正な人員配置を行うこと。
　(5)　(4)のための職員体制を保持し、職員の育成及び運営に必要な研修を実施すること。
２　業務内容（細目的事項については、協議の上、別途協定で定めるものとする。）
　(1)　管理運営業務
　　①　事業計画書の作成
　　　　毎年度、管理運営に関する事業計画書を作成し、市に提出すること。

②　収支（予算）計画の作成、執行
　　　　毎年度、市が観光案内所の管理運営に係る予算を措置するために必要とする資料を作成すること。
　　③　事業報告書の作成
　　　ア　年次事業報告書
　　　　　毎年度終了後、管理運営業務の実施状況及び利用状況、収支状況等についての事業報告書を速やかに市に提出すること。
　　　イ　月次報告書
　　　　　毎月の利用状況等について、月次報告書を作成し、翌月１０日までに市に提出すること。
　　④　人員配置計画の作成
　　　　毎年度、管理運営に係る人員配置計画を作成し、市に提出すること。
　　⑤　物品の維持管理
　　　　市の所有する物品について、男鹿市財務規則及び関係法令に基づき適切に管理すること。
　　⑥　連絡調整事務
　　　　施設が円滑に運営されるよう、関係団体及び隣接施設との連絡調整を行うこと。
　　⑦　災害・事故発生時の対応
　　　　災害･事故等が発生した場合、緊急に必要な措置を講ずるとともに、速やかに報告書･資料を作成の上、市に報告し、その指示に従うこと。
　　⑧　指定期間終了後の引継ぎ業務
　　　　指定期間終了後、次期管理者が円滑かつ支障なく本施設の業務を遂行できるよう、引継ぎを行うこと。特に施設の利用予約に関しては遺漏がないよう十分留意すること。
　(2)　施設設備維持管理業務
　　①　建物管理業務
　　　ア　巡視、視察による日常点検及び一定のスケジュールに基づく定期点検を行い、建物の劣化、損傷の未然防止に努めること。
　　　イ　損傷に対しては、その状態に合わせ、速やかに補修を行い、耐力、機能、美観を回復させること。
　　　ウ　蛍光灯管球等の消耗器具の取り替え、補修等を速やかに行うこと。
　　　エ　支障が生じている箇所については、速やかに修理･補修を行うこと。この場合、必要に応じ施設設置者（市）と協議を行うこと。（②及び③についても同様とする。）
　　②　工作物管理業務
　　　ア　駐車場外構等のモニュメント、土、芝、工作物等の保全業務の徹底を図ること。
　　　イ　観光案内所等の場内外一般清掃と合わせて、駐車場等屋外の清掃を定期的に行うこと。
　　　ウ　これらの業務は、作業計画を定め、チェックリスト、点検の方法、異常発見時の対応、処理方法を含んだ点検要領を作成し、これに基づいて実施すること。
　　③　施設管理業務
　　　ア　設備、機械の保全と常に適切な運転がなされるよう各種点検･検査及び測定・記録を行うこと。
　　　イ　法令に定められた安全上、防災上、衛生上の設置・管理基準等に基づいて適正な管理を行うとともに、本施設の特性を考慮した自主的管理基準を設定して設備の機能維持に努めること。
　　　ウ　給水（湯）設備については、配管系統、受水槽及び各機器の定期的な点検、清掃を行うとともに、使用水（湯）量の確認等を行うこと。
　　　エ　排水設備・処理設備については、各種機器の点検、清掃及び流入水、放流水の水質検査を定期的に実施すること。

　　　オ　展示設備については、展示物の保全、数等の確認等を行うこと。
　　　カ　電気設備については、受変電設備及び配線設備の維持のため定期点検を実施するとともに、感電、火災、障害等の事故防止に努めること。
　　　キ　これらの業務は、作業計画を定め、チェックリスト、点検の方法、異常発見時の対応、処理方法を含んだ点検要領を作成し、これに基づいて実施すること。
　　④　植裁管理業務
　　　ア　樹木、草花について必要に応じて、定植、施肥、潅水、除草、病害虫防除及び土壌等の入れ替え等の管理を定期的に行うこと。
　　⑤　安全管理業務
　　　ア　利用者の安全確保のため、利用者の安全指導、場内パトロール、緊急時の対応（関係機関と速やかに連携して、急病・けが、火災等の緊急事態に対処できる体制を整え、発生したときは、迅速に対処するとともに、市に速やかにその旨を報告すること）を適宜的確に行うこと。
　　⑥　清掃・ゴミ回収業務
　　　ア　利用者の快適な利便性を確保するために、場内各施設の特性に合わせて日常の清掃作業を細やかに行うとともに、利用者の協力を得て資源ゴミ等のゴミの分別を徹底し、回収すること。
　(3)　企画運営業務
　　①　運営に当たっては、安全で快適な利便性を確保するため、次の事項を踏まえ、管理者が適切な利用システムを確立すること。
　　　ア　営業時間
　　　　・管理者が定め、甲（市）の承認を得た使用時間を遵守
　　　　・これらの時間については、利用者の見やすいところに掲出し、あらかじめ利用者への周知を徹底

　　　イ　利用料

　　　　・使用料の設定及び利用者へ周知

　　　　・利用料等の徴収等
　　　ウ　その他
　　　　・管理者は、利用者の安全かつ快適な施設利用が図られるよう「施設利用のきまり」を定め、利用者への周知を徹底
　　　　・安全で快適な施設利用ができるようにするための人員確保及び勤務体制の整備
　　②　利用者に対し、次のようなサービスを提供すること。
　　　ア　情報提供
　　　　・周辺、圏域、県内の観光案内、周辺の道路状況等の情報提供及び窓口における積極的な観光案内
　　　イ　利便性の確保
　　　　・利用者の利便に供するための、飲食物等の提供
　　　　・利用者の利便に供するための、市内観光におけるサービス券の販売や宿泊あっせん等の営業

　　③　積極的な誘客を図り、施設の運営効率を高め、特色ある観光宣伝及び地場産業の普及宣伝施設としての運営に努めること。
　　　ア　広告
　　　　・施設内看板を活用し、市内観光関連事業者の広告出稿を募るなど観光振興につながるような周知を図ること。
　　　イ　テナントの確保
　　　　・テナントを誘致し、その運営者との協力体制を構築して施設の積極的な利用促進に努めること。
　　　ウ　イベントの実施
　　　　・施設を活用して積極にイベント等を開催し、利用促進に努めること。

④　利用者に対し、物産販売などを行い、収益の確保のみならず、産業の振興、男鹿半島の魅力向上に努めること。
　(4)　附帯業務
施設の維持管理業務に要する経費の支払い、公物の使用等について適正な事務処理に努めること。
　(5)　事業評価業務
　　①　利用者アンケート調査等によりセルフモニタリングを行い、利用者等の意見や要望を把握すること。アンケートの内容等は指定管理者が自ら設計するものとし、その結果は施設内に掲示するなどして、今後の管理に反映させるよう努めること。また、事業報告書にまとめて、市に提出すること。
　　②　施設の管理運営状況について、自己評価を行い、検証結果シートを提出すること（シートの様式は市が別に定める）。市は受理した指定管理者の自己評価結果や事業報告書をもとに、業務水準の適正等について事業評価を行い、必要に応じてヒアリング等を実施する。また、その結果はホームページ等で公開する。

３　業務を実施するに当たっての注意事項
　　業務を実施するに当たっては、次の各項目に留意して円滑に実施すること。

　(1)　公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の団体等に有利あるいは不利になる運営をしないこと。
　(2)　指定管理者は施設の管理運営に係る業務について、一括して第三者に委託することはできない。ただし、清掃、警備といった利用者への直接支援に関する業務を除く個別の具体的業務を委託することは可能である。
　　　この場合、事前に市長の承認を受けること。
　(3)　施設総括責任者（施設長等）を現場に置くこと。
　(4)　現在の管理運営委託契約との連続性の確保が必要な事項については、その業務を引き継ぐこととし、詳細は、男鹿市と指定管理者が締結する協定において定めるものとする。
　(5)　災害発生時に避難所又は避難場所等に市が定めた場合には、指定管理者は状況に応じて協力に応じるものとする。また、その運営や費用負担については、男鹿市と協議し決定するものとする。

４　協議
　　指定管理者は、この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理について疑義が生じた場合、男鹿市と協議し決定するものとする。

（参考資料）
保守点検等業務一覧表

男鹿総合観光案内所
	項　目
	必要管理項目
	頻　度

	電気保安
	日常保安管理
	毎日

	消防設備
	日常保守管理
	毎日

	
	定期点検
	年２回（法定）

	建物衛生管理
	日常保守管理
	毎日

	
	定期点検
	年1回　グリストラップ清掃

	飲料水
	日常保安管理
	毎日

	
	定期点検
	年1回　水質検査（法定）
〈貯水槽内清掃・検査〉

	冷暖房設備
	日常保安管理
	毎日

	
	定期点検
	18000時間定期点検

	警備保障
	日常保安管理
	毎日

	
	定期点検
	日常保守管理

	清掃
	日常保安管理
	建物内・トイレ清掃　毎日

	
	
	駐車場内毎日

	廃棄物
	ゴミ収集
	週2回

	緑地管理
	日常保安管理
	ナマハゲ像・椿植栽・ステージ前・花畑の管理

	
	
	建物廻り・地下浸透・適時に草刈り

	除雪
	除排雪作業
	駐車場　　男鹿市へ依頼

	
	
	建物前　　除雪機で降雪時に適時に実施

	浄化槽
	定期点検
	汚泥抜き取り　　適時

	
	日常保安管理
	浄化槽水質検査　月1回
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